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光学共振器の共振周波数の掃引方法
共振周波数をどこまでも自在＆精密にコントロール可能！

光学共振器は、レーザー装置などにとどまらず、通信技術をはじめとした現代社会の
基盤技術の根幹を成している。従来、光学共振器は光路長を変えることで共振周
波数は変えることができ、その最も簡単な方法は共振器を構成する鏡の位置をメカニ
カルに変える方法がある。しかし、鏡の移動量に限界があることから、連続的に掃引で
きる周波数範囲は限定的であるという課題があった。また、物理量を単調変化させる
他の方法もあるが、いずれも共振周波数を連続的に掃引する範囲には限界があると
いう課題があった。

本発明によって、光学共振器の共振周波数を連続的に途切れなく変化させて掃
引することができ、キャリアエンベロープオフセット周波数を光学素子の構成により制御
可能な光学共振器の共振周波数の掃引方法を提供することが可能となった。本発
明の掃引方法は、光学共振器内部の光路上に幾何学的位相シフタを有し、光路
長を連続的に変化させることを特徴とする。
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共振周波数を連続的に掃引可能
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